
▲

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
式
典
を
盛
大
に
開
催

 

吹
奏
楽
の
演
奏
で
幕
開
け

　
式
典
の
幕
開
け
は
、
恵
那
南
高
等
学
校

吹
奏
楽
部
の
華
々
し
い
演
奏
で
し
た
。「
青

い
山
脈
」
や
「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
３
曲
を

披
露
し
、
来
場
者
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
は
、
合
併
か
ら
の
10
年
間
を
ま

と
め
た
映
像
を
放
映
。
こ
れ
ま
で
の
歩
み

の
振
り
返
り
に
加
え
、
市
内
の
企
業
や
恵

那
南
高
校
、
恵
那
高
校
、
長
島
小
学
校
の

児
童
や
生
徒
た
ち
の
元
気
な
姿
も
映
し
出

さ
れ
ま
し
た
。
10
歳
に
な
る
長
島
小
学
校

４
年
生
の
児
童
た
ち
は
「
僕
た
ち
、
私
た

ち
は
、
恵
那
市
と
同
級
生
。
将
来
の
恵
那

市
は
、
僕
た
ち
、
私
た
ち
が
つ
く
り
ま
す
」

と
大
き
な
声
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し

た
。

 

可
知
市
長
が
力
強
く
式
辞

　
式
典
の
司
会
は
、
本
市
出
身
の
女
優
で

恵
那
観
光
大
使
の
宮
嶋
麻
衣
さ
ん
が
務
め

ま
し
た
。

　
開
式
で
は
、
大
塩
康
彦
副
市
長
が
「
合

併
し
て
10
年
。
市
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
願

い
式
典
を
開
催
し
ま
す
」
と
発
声
。
続
い

て
会
場
に
集
ま
っ
た
参
加
者
ら
全
員
で
国

歌
斉
唱
を
行
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
可
知
義
明
市
長
が
「
個
性
豊
か

な
六
つ
の
市
町
村
が
合
併
し
、
新
市
と

な
っ
て
10
周
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年

　
平
成
16
年
10
月
25
日
に
１
市
４
町
１
村
が
合
併
し
て
新
恵
那
市
が
誕
生
し
て

以
来
、
こ
と
し
で
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
10
月

11
日
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
市
制
10
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
。
被
表
彰

者
や
来
賓
な
ど
約
９
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
市
は
、
式
典
を
一
つ
の
節
目

と
し
、
次
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
市
制
10
周
年
記
念
式
典
や
被
表
彰
者
、
式
典
で
発
表
さ
れ
た
市

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
志
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
３
１
０
）

を
迎
え
ま
し
た
。
新
市
発
足
後
に
策
定
し

た
『
人
・
地
域
・
自
然
が
調
和
し
た
交
流

都
市
』
を
将
来
像
と
す
る
『
総
合
計
画
』

と
、『
経
営
と
協
働
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
た
『
行
財
政
改
革
大
綱
』
を
車
の
両
輪

と
し
て
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。総
合
計
画
で
は
、

都
市
基
盤
の
整
備
や
交
流
人
口
の
拡
大
、

企
業
誘
致
活
動
、
教
育
環
境
の
充
実
、
市

立
恵
那
病
院
の
再
整
備
な
ど
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
順
調
に
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
で
は
、
公
共
施
設
の
統
廃
合

や
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
な
ど
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
大
き
な
削
減
効
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
10
年
を

一
つ
の
節
目
と
し
、
次
な
る
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
市
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
力

強
い
原
動
力
と
な
る
若
者
が
多
く
集
う
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
今
後
も
積

極
的
に
進
め
ま
す
」
と
力
強
く
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　
柘
植
羌あ

き
お

市
議
会
議
長
は
、「
こ
れ
ま
で
、

市
民
生
活
の
向
上
の
た
め
、
議
会
と
行
政

が
車
の
両
輪
の
よ
う
に
協
力
し
て
、
新
市

の
基
礎
づ
く
り
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
飛
躍
的
発
展
を
目
指
し
て
、
一
層
の
努

力
を
し
て
い
き
ま
す
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
名
誉
市
民
の
伊
藤
喜
美
さ
ん
は
、「
図

書
館
の
建
設
な
ど
で
、
市
の
教
育
に
少

し
で
も
貢
献
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。

２
０
２
７
年
に
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が

開
通
予
定
。
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
、
若
者
に
は
志
高
く
育
っ
て
ほ
し
い

で
す
」
と
将
来
を
見
据
え
た
願
い
を
述
べ

ま
し
た
。

 

市
勢
に
貢
献
の
方
々
を
表
彰

　
市
勢
に
貢
献
し
て
き
た
１
４
０
の
個
人

と
団
体
を
表
彰
。「
特
別
功
労
表
彰
」「
地

方
自
治
功
績
」「
教
育
・
文
化
・
体
育
功

績
」「
社
会
福
祉
功
績
」「
産
業
功
績
」「
保

健
衛
生
功
績
」「
公
共
寄
付
功
績
」「
市
勢

振
興
功
績
」
の
分
野
に
分
け
て
、
被
表
彰

者
の
全
員
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
紹
介
を

受
け
る
と
、
自
席
で
立
ち
上
が
っ
て
来
場

者
に
会
釈
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
各
分
野
の
代
表
８
人
が
登

壇
。
可
知
市
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
、
日
本
大
正
村

の
司
葉
子
村
長
が
受
賞
の
喜
び
の
言
葉
を

話
し
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
参
加
し
た
古
屋
圭
司
衆
議

院
議
員
は
、
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、「
合

併
後
の
10
年
間
は
新
市
の
基
礎
固
め
で
し

た
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
国
家
的
な
取

り
組
み
と
し
て
、
地
域
の
力
を
よ
み
が
え

ら
せ
る
こ
と
が
目
的
。
全
国
か
ら
う
ら
や

ま
し
い
と
思
わ
れ
る
市
と
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
第
一
歩

市
制
１０
年
の
節
目
に
記
念
式
典
を
開
催

【特集１】
市制１０周年
記念式典

市勢に貢献した方に市長が表彰状を手渡す市長が式辞を述べる

恵那南高校吹奏楽部の演奏

名誉市民の伊藤喜美氏があいさつ

紹介されて席を立つ被表彰者

司会を務めた女優の宮嶋麻衣さん
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公
式
キ
ャ
ラ
は
「
エ
ー
ナ
」

　
式
典
で
は
、
市
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
エ
ー
ナ
」
を
初
披
露
。
市
の
至
る
所
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
ま
り
、
ク
リ
の
中
か

ら
エ
ー
ナ
が
誕
生
す
る
物
語
が
映
像
で
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
実
際
に
エ
ー

ナ
が
登
場
す
る
と
、
か
わ
い
い
姿
に
来
場

者
か
ら
は
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

「
エ
ー
ナ
」
は
今
後
、
各
地
の
イ
ベ
ン
ト

に
登
場
す
る
予
定
で
す
。

　
式
典
の
最
後
を
飾
っ
た
の
は
、
恵
那
高

等
学
校
音
楽
部
と
長
島
小
学
校
４
年
生
の

合
唱
。
高
校
生
と
小
学
生
の
歌
声
が
心
地

よ
く
会
場
内
を
包
み
、
和
や
か
な
雰
囲
気

で
式
典
の
幕
は
下
り
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
そ
の
他
、
市
内
の
中
学
生
が

各
地
域
を
紹
介
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
演
や
恵

那
農
業
高
校
の
生
徒
が
作
っ
た
ス
テ
ー
ジ

オ
ブ
ジ
ェ
の
展
示
、
恵
那
特
別
支
援
学
校

の
生
徒
が
作
っ
た
作
品
の
展
示
販
売
な
ど

も
あ
り
、
式
典
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
会
場
の
外
で
は
、
市
内
の
各
地
域
の
物

産
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
平
餅
や
ヘ
ボ

ご
飯
、
寒
天
ジ
ュ
ー
ス
、
野
菜
な
ど
が
販

売
さ
れ
、
来
場
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
の
午
後
に
は
、
同
会
場
で

作
家
の
百
田
尚
樹
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
番
組
制
作
や
執
筆
活

動
の
経
験
を
通
し
て
感
じ
た
「
日
本
人
の

誇
り
」
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　市制 10周年記念式
典は、ケーブルテレビ
「えなっコチャンネル」
で放送する予定です。
□放送日　11月 10日
㈪、14日㈮、18日㈫、
22日㈯、26日㈬、30
日㈰
□時間　午前10時、午
後１時、７時

記念式典を放送

被表
彰者

出演
者

被表彰者

司　葉
よ う

子
こ

さん

自分への表彰に感謝

　竹ぼうきの寄贈の理由

で表彰をいただけて、感

謝しています。長持ちし

て使いやすい竹ぼうきを

研究して作り、福祉施

設などに寄付しました。

３０年で２，５００本にもな

ります。みんなに喜んで

もらうのが楽しみです。

生涯の心の財産です

　日本大正村の村長に

なって 15 年。ふるさと

のような思いで、温故知

新を掲げ全国に発信して

きました。この表彰を生

涯の心の財産と受け止

め、今後も努力をして、

恵那市の力になりたいと

思います。

被表彰者

特別功労表彰を受賞

最後を飾った恵那高等学校音楽部と長島小学校の皆さん

百田尚樹氏が講演

会場の外で行われた物産展

初めまして
「エー

ナ」で
す。

プロフィル
●誕生日　　　10月25日（合併の日）
●年齢　　　　秘密。妖精は人間とは成長の仕方が違うんだって。
●好きなこと　人と遊ぶことが大好き。
●趣味　　　　散歩。市内をぶらぶら散歩しています。
●性格　　　　元気いっぱい。ちょっとおませさん。
●口癖　　　　語尾に「ナ」が付く。「恵那はえーナ」ってよく言う。

豊かな自然のエネルギーから生まれた妖精なんだナ

市公式
キャラ

クター

になっ
たんだ

ナ

よろし
くね！

誕生物語
　本市が合併したころの話。合併した市は今まで
以上に自然が豊かになり、自然のエネルギーに満
ちあふれていました。あふれたエネルギーは、あ
る「イガ栗（ぐり）」へと集まりました。
　そのイガ栗は大きなエネルギーをためたまま、
長い眠りについたのです。
　そして何年か過ぎたある日。突然、イガが割れ
て中から出てきたのが「エーナ」でした。

自然のエネルギー
があふれ出す

エネルギーがイガ
栗に集まる

イガの中から突然
エーナが誕生

▲子どもと遊ぶエーナ

（頭）
青い山脈の恵那山

（髪飾り）
市の花ササユリ

（眉）クリのイガ

（顔の形）
くりきんとん

（目）クリ

（服）
坂折棚田（苗の緑色）

（服）
坂折棚田（稲穂の黄色）

（服）
坂折棚田
（田の神まつりの灯

ともしび

の色）

（服）坂折棚田
（石垣の色）

（尻尾）
市の木ハナノキ
の葉

後ろ姿

安藤 茂
し げ は る

晴さん

市勢振興功績を受賞

（串原）

稲垣 保
や す へ い

平さん

保健衛生功績を受賞

（大井町）

調整時の苦労が評価

　合併時に先送りになっ

ていた水道と下水道の料

金統一を審議する委員長

を任せられました。何度

も会議を行い、いろんな

意見を聞いた上、まとめ

上げることができました。

この大変な調整が表彰に

つながったと思います。

大勢の前で緊張した

　今回の出演で、僕たち

が生まれた年に市が誕生

したことを知りました。

式典で「青い山脈」を歌

うことになって、朝の会

や家で練習しました。本

番では、大勢の前で緊張

したけど、上手に歌えて

うれしかったです。
光岡 賢

け ん

吾
ご

君

「青い山脈」を合唱

（長島小学校４年生）

【特集１】
市制１０周年
記念式典
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特
別
功
労
表
彰

【
大
正
百
年
事
業
と
大
正
村
立
村
30
周
年

事
業
を
成
功
に
導
き
全
国
に
市
を
発
信
】

　
司
葉
子
（
東
京
都
）

地
方
自
治
功
績

【
多
年
市
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の

進
展
と
市
勢
の
発
展
に
貢
献
】　
鈴
木
清

司
（
岩
村
町
）、
柘
植
弘
成
（
三
郷
町
）、

西
尾
公
男
（
岩
村
町
）、（
故
）
伊
佐
地
良

一
（
長
島
町
）

【
多
年
副
市
長
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展

と
市
勢
の
発
展
に
貢
献
】　
三
宅
良
政（
大

井
町
）

【
多
年
農
業
委
員
と
し
て
地
方
自
治
の
進

展
と
市
勢
の
発
展
に
貢
献
】　
篠
原
重
遠

（
東
野
）、
丸
山
鉦
示
（
岩
村
町
）

【
多
年
教
育
委
員
と
し
て
地
方
自
治
の
進

展
と
市
勢
の
発
展
に
貢
献
】　
鈴
木
隆
一

（
岩
村
町
）、
龍
田
和
子
（
上
矢
作
町
）

【
多
年
財
産
区
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の

進
展
と
市
勢
の
発
展
に
貢
献
】　
安
藤
富

夫
（
長
島
町
）、
鈴
村
清
春
（
武
並
町
）、

鈴
村
重
樹
（
笠
置
町
）、
鈴
村
幸
夫
（
中

野
方
町
）、
中
谷
潔
（
笠
置
町
）、
牧
野
隆

懽
（
長
島
町
）、
宮
地
敏
弘
（
武
並
町
）

【
多
年
社
会
教
育
委
員
と
し
て
地
方
自
治

の
進
展
と
市
勢
の
発
展
に
貢
献
】　
柘
植

森
衞
（
長
島
町
）

【
多
年
総
合
計
画
審
議
会
会
長
と
総
合
計

画
推
進
市
民
委
員
会
委
員
長
と
し
て
地
方

自
治
の
進
展
と
市
勢
の
発
展
に
貢
献
】

有
本
信
昭
（
岐
阜
市
）

教
育
・
文
化
・
体
育
功
績

【
多
年
郷
土
の
伝
統
芸
能
の
保
存
と
伝
承

に
貢
献
】　
市
川
惠
美
子（
大
井
町
）、（
故
）

西
尾
充
正
（
山
岡
町
）

【
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
指
導
と

助
言
に
よ
り
歴
史
都
市
認
定
に
貢
献
】　

長
谷
川
良
夫
（
犬
山
市
）

【
多
年
体
育
団
体
役
員
と
し
て
市
民
体
育

の
振
興
に
貢
献
】　
赤
尾
袈
夫
（
中
津
川

市
）、
可
知
宏
一
郎
（
長
島
町
）、
高
木
重

光
（
長
島
町
）、
三
宅
祥
市
（
岩
村
町
）、

森
岡
敏
朗
（
長
島
町
）、山
本
さ
ち
よ
（
岩

村
町
）

社
会
福
祉
功
績

【
多
年
保
護
司
と
し
て
社
会
福
祉
の
増
進

と
民
生
の
安
定
に
貢
献
】　
大
島
光
男（
上

矢
作
町
）、
岡
庭
隆
（
大
井
町
）、
近
藤
洋

一
（
中
野
方
町
）

【
多
年
保
護
司
と
民
生
児
童
委
員
と
し
て

社
会
福
祉
の
増
進
と
民
生
の
安
定
に
貢

献
】　
遠
藤
茂
樹
（
東
野
）

【
多
年
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
社
会
福
祉

の
増
進
と
民
生
の
安
定
に
貢
献
】　
堀
尾

佳
裕
（
岩
村
町
）

【
多
年
社
会
福
祉
施
設
の
職
員
と
し
て
社

会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
】　
伊
佐
地
裕（
長

島
町
）、
石
川
美
江
（
大
井
町
）、
奥
山
さ

え
子
（
大
井
町
）、加
藤
浩
樹
（
長
島
町
）、

酒
井
薫（
岩
村
町
）、遠
山
明
子（
武
並
町
）、

遠
山
千
里
（
岩
村
町
）、西
尾
千
津
子
（
長

島
町
）、
野
瀬
ふ
み
子
（
大
井
町
）、
八
澤

正
弘
（
長
島
町
）、
林
幸
子
（
武
並
町
）、

古
田
貞
子
（
大
井
町
）

【
回
想
法
セ
ン
タ
ー
事
業
の
設
立
と
運
営

に
携
わ
り
高
齢
者
福
祉
の
増
進
に
貢
献
】

井
形
昭
弘
（
豊
明
市
）、
遠
藤
英
俊
（
稲

沢
市
）

【
多
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
社

会
福
祉
と
高
齢
福
祉
に
貢
献
】　
春
日
井

昇
司
（
山
岡
町
）、堀
武
夫
（
上
矢
作
町
）、

劇
団
じ
ぃ
ば
ぁ
（
山
岡
町
）

産
業
功
績

【
多
年
農
林
業
や
観
光
分
野
に
お
い
て
そ

の
振
興
と
発
展
に
貢
献
】　
田
口
譲
（
大

井
町
）、
柘
植
芳
樹
（
飯
地
町
）、
寺
澤
俊

二
（
明
智
町
）、
樋
田
康
（
笠
置
町
）、
丸

山
雄
三
（
大
井
町
）

【
多
年
商
工
会
議
所
ま
た
は
商
工
会
役
員

と
し
て
産
業
の
振
興
と
市
勢
発
展
に
貢

献
】　
石
原
潔
（
串
原
）、
竹
中
道
明
（
大

井
町
）、柘
植
章（
大
井
町
）、長
谷
川
讓（
長

島
町
）、原
昶
（
大
井
町
）、古
屋
晃
一
（
大

井
町
）、
堀
鑛
（
明
智
町
）、
堀
泰
明
（
明

智
町
）、
矢
頭
善
次
（
大
井
町
）、
山
田
基

（
長
島
町
）、
山
本
好
作
（
大
井
町
）

【
多
年
体
育
団
体
役
員
と
商
工
会
議
所
役

員
と
し
て
市
民
体
育
と
産
業
の
振
興
と
市

勢
発
展
に
貢
献
】　
鈴
木
勉
（
中
津
川
市
）

保
健
衛
生
功
績

【
多
年
学
校
医
と
し
て
保
健
衛
生
の
向
上

に
貢
献
】　
安
部
俊
一
（
長
島
町
）、
小
川

惠
一
（
長
島
町
）、
長
谷
川
核
三
（
東
野
）

【
多
年
学
校
歯
科
医
と
し
て
保
健
衛
生
の

向
上
に
貢
献
】　
篠
原
勝
彦
（
長
島
町
）、

藤
岡
幹
久
（
大
井
町
）、町
野
敦
（
長
島
町
）

【
多
年
水
道
事
業
経
営
審
議
会
と
下
水
道

事
業
等
経
営
審
議
会
会
長
と
し
て
市
勢
の

発
展
に
貢
献
】　
稲
垣
保
平
（
大
井
町
）

公
共
寄
付
功
績

【
公
共
の
た
め
多
額
の
金
品
な
ど
を
寄
付
】

芦
沢
久
勝
（
大
井
町
）、
伊
藤
鉄
男
（
東

京
都
）、遠
藤
龍
美（
東
野
）、金
澤
正
雄（
春

日
井
市
）、
田
代
正
美
（
可
児
市
）、
中
神

幸
良
（
大
井
町
）、渡
邉
鋧
三
（
武
並
町
）、

市
危
険
物
安
全
協
会
、
株
式
会
社
嘉
美
屋

（
中
津
川
市
）、株
式
会
社
舘
林（
大
井
町
）、

株
式
会
社
バ
ロ
ー
（
大
井
町
）、
セ
キ
ュ

ア
グ
ル
ー
プ
（
大
井
町
）、
セ
ン
ト
ラ
ル

グ
ル
ー
プ
（
大
井
町
）、
舘
林
グ
ル
ー
プ

従
業
員
一
同
（
大
井
町
）、
東
美
濃
農
業

協
同
組
合
（
中
津
川
市
）

市
勢
振
興
功
績

【
多
年
交
通
安
全
の
推
進
に
貢
献
】　
安
藤

満
（
明
智
町
）、
各
務
茂
美
（
中
野
方
町
）

【
多
年
消
防
団
幹
部
と
し
て
災
害
防
護
活

動
に
貢
献
】　
伊
藤
春
正
（
武
並
町
）、
丸

山
勝
造
（
三
郷
町
）、山
内
昭
吾
（
飯
地
町
）

【
多
年
防
災
活
動
を
通
し
災
害
防
護
活
動

に
貢
献
】　
岩
井
慶
次
（
大
井
町
）

【
多
年
に
わ
た
り
竹
ぼ
う
き
を
公
共
施
設

に
贈
呈
】　
安
藤
茂
晴
（
串
原
）

【
多
年
環
境
美
化
に
尽
く
さ
れ
環
境
美
化

意
識
の
高
揚
に
貢
献
】　
安
藤
博
幸
（
岩

村
）、
野
志
自
治
会
（
明
智
町
）

【
多
年
住
民
自
治
組
織
と
し
て
地
域
住
民

の
文
化
と
福
祉
の
向
上
と
市
勢
の
発
展
に

貢
献
】　
青
山
貫
禅
（
長
島
町
）、
市
岡
孝

之
（
長
島
町
）、
市
川
美
彦
（
大
井
町
）、

井
戸
茂
利
夫（
中
野
方
町
）、今
井
鎰
男（
長

島
町
）、
勝
川
哲
男
（
岩
村
町
）、
神
尾
寛

和
（
中
野
方
町
）、樹
神
和
昭
（
長
島
町
）、

鈴
木
峰
夫
（
上
矢
作
町
）、鈴
村
今
衞
（
中

野
方
町
）、
田
中
征
衛
（
笠
置
町
）、
橋
本

典
明
（
明
智
町
）、長
谷
川
紘
（
長
島
町
）、

平
井
一
兵
（
飯
地
町
）、
平
野
壬
一
（
大

井
町
）、
町
野
賢
三
（
長
島
町
）、
松
原
良

三
（
大
井
町
）、
丸
山
金
男
（
長
島
町
）、

三
宅
明
（
串
原
）、
三
宅
利
男
（
串
原
）、

宮
澤
博
光
（
岩
村
町
）、
宮
地
政
臣
（
三

郷
町
）、
渡
邊
正
人
（
武
並
町
）

【
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ト
キ
め

き
新
潟
大
会
陸
上
50
㍍
第
２
位
、
陸
上

１
０
０
㍍
第
２
位
】　
横
井
美
乃
梨
（
大

井
町
）

【
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ゆ
め
半
島
」

千
葉
大
会
陸
上
４
０
０
㍍
第
２
位
】　
林

強
（
長
島
町
）

【
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ぎ
ふ
清
流

大
会
陸
上
８
０
０
㍍
第
３
位
】　
安
齊
直

樹
（
明
智
町
）

【
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ぎ
ふ
清
流

大
会
サ
ッ
カ
ー
準
優
勝
】　
勝
光
一
郎（
岩

村
町
）、
酒
井
虎
男
（
大
井
町
）

【
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
】　
金
澤

澄
華
（
名
古
屋
市
）

【
佐
藤
一
斎
の
普
及
や
市
の
観
光
を
全
国

に
発
信
】　
窪
田
哲
夫
（
東
京
都
）

【
ぎ
ふ
清
流
国
体
の
成
功
に
貢
献
】　
近
藤

良
三
（
中
野
方
町
）、
市
ス
ケ
ー
ト
連
盟
、

市
弓
道
連
盟

【
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

第
３
位
入
賞
】　
三
浦
祐
揮
（
山
岡
町
）

【
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
男
子
走
り
幅

跳
び
で
優
勝
】　
三
宅
將
督
（
岩
村
町
）

【
城
の
自
由
研
究
コ
ン
テ
ス
ト
文
部
科
学

大
臣
賞
受
賞
】　
柳
原
優
博
（
大
井
町
）

【
全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
優
勝
と
準
優
勝
】　
吉
村
柾
人
（
長
島

町
）

【
映
画
「
ふ
る
さ
と
が
え
り
」
を
通
し
市

を
全
国
に
発
信
】　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
え
な
こ
こ
（
大
井
町
）

【
聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
防
災
活
動
に
貢

献
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
と
消
防
庁
長
官
表

彰
を
受
賞
】　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
市

手
話
通
訳
連
絡
会
（
長
島
町
）

【
は
し
ご
登
り
を
通
し
市
を
全
国
に
発
信
】

恵
那
ト
ビ
は
し
ご
登
り

【
全
国
規
模
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
上
位

入
賞
と
被
災
地
支
援
活
動
で
復
興
支
援
に

貢
献
】　
県
立
恵
那
農
業
高
等
学
校
（
大

井
町
）

【
移
住
定
住
対
策
に
取
り
組
み
全
国
過
疎

地
域
自
立
促
進
連
盟
会
長
賞
受
賞
】　
特

定
非
営
利
活
動
法
人
奥
矢
作
森
林
塾
（
串

原
）

　
記
念
式
典
で
の
表
彰
は
、
市
勢
の
各
分
野
で
活
躍
し
た
個
人
、
団
体
の
功
績

を
た
た
え
る
も
の
で
、
８
部
門
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

１
４
０
の
個
人
と
団
体
を
表
彰

▲市長から各部門の代表者に表彰状を渡す

功
績
に

感
謝
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